
 

市長が選ぶ ２０２５松阪市１０大ニュース 

 

 

1. （１年間） 市制２０周年イヤー！ 

２０周年を記念した多彩な事業やイベントを通じ、節目となる特別な一年を皆さんと 

ともにお祝いしました。これらのイベントには約１６万人もの方々に参加していただき、 

人の絆が広がる場になるとともに、松阪市や地域への愛着を再確認し、シビックプラ 

イドを育む機会となりました。 

 

 

２．（１月） 交通死亡事故多発「非常事態宣言」を発令 

2024 年１１月～１２月にかけ、交通死亡事故が相次ぎ、４人の尊い命が失われました。 

この事故を受け、２０２４年１２月１１日から２０２５年１月１０日までの間、市内に「交通  

死亡事故多発非常事態宣言」を発令しました。 

 

 

３．（４月） クラギ文化ホールリニューアルオープン！ 

1982年（昭和５７年）開館のクラギ文化ホールを、リニューアルオープンしました。 

特定天井の準構造化による耐震工事や屋上・外壁等の防水工事、照明設備を LEDに更新

しました。エントランスには約７ｍの大木の柱がそびえ立ち、館内には松阪産木材がふん

だんに使われ、暖かみを感じる内装に生まれ変わりました。 

 

 

４．（５月） みえ松阪マラソン 2025スペシャルサンクスパレードを開催！ 

マラソンの部「１万人」エントリー突破！ 

エントリー開始に合わせて、みえ松阪マラソンの開催を支えていただいている市民のみな

さまに感謝の意を込めた「スペシャルサンクスパレード」を開催しました。また、１２月２１日

に開催される「みえ松阪マラソン 2025」では、マラソンの部で初の１万人を超えるエント

リーとなりました。今年も多くのランナーが松阪のまちを駆け抜けます！ 

 

 

５．（７月） 松阪市議会議員選挙 

任期満了に伴う松阪市議会議員選挙が行われ、今回の選挙から４減となった定数２４人

に対して３０人が立候補しました。当選者のうち女性９人が当選し、定数による女性比率

が県内１位となりました。 

 

 



 

６．（７月） 松阪市×LDH JAPAN 「ダンスドリームプロジェクト」始動！ 

地域課題解決に向けて連携している株式会社 LDH JAPAN をパートナーに迎えて   

「ダンスドリームプロジェクト」を始動。E X I L E TETSUYA氏監修の DVD教材（文部

科学省選定）を市内公立中学校全１１校等に導入し、体育のダンス授業を実施し、松阪市の

ミライを担う中学生に対して夢を持って実現することの素晴らしさ等を伝えました。 

 

 

７．（８月） 猛暑日連続！異常気象が相次ぐ  部活動も困難な日々に 

異常な暑さが続いた今夏、さまざまなイベント開催に影響がでました。高校野球では、  

熱中症対策として高温が予想される日中を避け、午前 9 時開始と午後 3 時半開始の   

1日最大２試合とする「完全２部制」を初めて導入しました。 

 

 

８．（８月・１２月） 相談窓口の充実！「松阪市民生委員・児童委員休日サポートセンター」（8 月） 

「福祉まるごと相談室」（12月）市内全域開設！ 

阿坂・伊勢寺・鈴の森 福祉まるごと相談室（子ども支援研究センター内）に「民生委員・ 

児童委員休日サポートセンター」を開設しました。 

また、市内１３ヶ所目となる相談室が１２月１９日に開設、身近な地域で健康と福祉の相談

ができる体制が整います。 

 

 

９．（９月） 第４弾「生活支援！最大１５％ポイント還元キャンペーン」 

食料品等の物価高騰対策として、9月 1日から 9月 30日までの期間、市内の対象店舗 

においてキャッシュレス決済サービスでお買い物をするとポイントが還元されるキャン 

ペーンを実施しました。 

 

 

１０．（１０月） 市役所の「窓口受付時間」を変更 

職員の働き方改革・市民サービスの質の向上を目指し、10 月 1 日から、市役所、各地域

振興局などの窓口受付時間を平日の午前 9時から午後 4時半までに変更しました。 


